
　

７
月
１
日
、
安
倍
政
権
は
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
よ
う
な
他
国
の
戦

争
に
、
自
衛
隊
な
ど
が
武
力
行
使
を
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
で

日
本
の
若
者
が
殺
さ
れ
、
他
国
の
若
者
を
殺

す
国
に
変
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
民
の
批
判
は
大
き
く
、
毎
日
新
聞
の

世
論
調
査
で
は
反
対
が
58
％
、
共
同
通
信

で
は
54
％
と
過
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
慎
重
な
協
議
」
を
求
め
る
陳
情

全
会
一
致
で
採
択

　

全
国
で
は
１
５
８
の
市
町
村
議
会
が
集

団
的
自
衛
権
容
認
に
反
対
し
、
「
慎
重
な

協
議
」
を
求
め
る
地
方
議
会
も
増
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
千
葉
県
で
は
、
唯
一
、

流
山
市
議
会
が
「
集
団
的
自
衛
権
の
憲
法

解
釈
に
慎
重
な
協
議
を
求
め
る
」
陳
情
を

全
会
一
致
で
採
択
し
、
国
に
意
見
書
を
提

出
。
議
会
の
良
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
、
軍
事
国
家
へ

と
歩
も
う
と
し
て
い
る
安
倍
政
権
の
暴
走

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

小
中
併
設
校
の

　
　
建
設
費
増
額
に
疑
問
が

　

工
事
契
約
の
主
な
内
容
は
、
労
務
単
価

の
上
昇
な
ど
４
億
円
の
工
事
費
の
増
額
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
委
員
会
審
議
で
は
、

工
事
現
場
の
作
業
員
の
ト
イ
レ
対
策
費
と

し
て
１
３
０
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
質
問
が
集
中
。
「
当
初
契
約
に
盛
り

込
ま
れ
る
べ
き
経
費
」
と
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
継
続
審
査
で
、
事
業
者
で
あ
る
独

立
行
政
法
人
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
へ
の
参
考
人

質
疑
を
行
い
、
委
員
会
は
全
会
一
致
で
否

決
。
本
会
議
で
も
反
対
21
、
賛
成
４
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

異
例
の
臨
時
議
会
を
開
催

　

市
長
は
、
議
会
の
議
決
を
重
く
受
け
止

め
、
ト
イ
レ
対
策
費
を
削
除
し
た
契
約
案

件
に
修
正
し
、
臨
時
議
会
を
招
集
し
ま
し

た
。
１
３
０
０
万
円
は
、
市
と
Ｕ
Ｒ
の
協

議
で
、
市
の
負
担
を
な
く
す
こ
と
に…

。

臨
時
議
会
で
よ
う
や
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
小
中
併
設
校
に
総
事

業
費
１
４
０
億
円
も
か
け
る
こ
と
に
よ
る

様
々
な
問
題
を
指
摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

議
会
に
期
待
す
る
こ
と

「
税
金
の
ム
ダ
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」

　

市
長
提
案
を
追
認
す
る
だ
け
の
議
会
で

は
な
く
、
行
政
を
監
視
し
、
市
民
の
声
を

市
政
に
い
か
す
議
会
本
来
の
役
割
が
発
揮

さ
れ
た
６
月
議
会
で
し
た
。
日
本
共
産
党

は
今
後
も
議
会
内
の
共
同
も
広
げ
、
議
会

の
役
割
を
発
揮
す
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

　
流
山
６
月
議
会
で
は
、
市
長
提
案
の
契
約
議
案
が
圧
倒
的
多
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
流
山
市
議
会
で
は
、
何
が
起
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
民
総
合
体
育
館

の
建
替
え
及
び
、
お
お
た
か
の
森
地
区

に
お
け
る
小
中
学
校
の
新
設
は
必
要
と
、

過
去
の
議
会
で
も
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
建
設
中
の
お
お
た
か

の
森
小
中
併
設
校
は
、
児
童
・
生
徒
が

中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
学
校
建
設
で

は
な
く
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
よ
る
、
住

宅
開
発
を
促
進
す
る
た
め
の
学
校
建
設

に
な
っ
て
い
ま
す
。
体
育
館
建
替
え
も
、

今
後
、
市
財
政
へ
の
影
響
か
ら
使
用
料

の
引
き
上
げ
な
ど
市
民
負
担
の
増
大
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
教
育
不
在
の
華
美

な
外
観
、
利
用
目
的
に
合
わ
な
い
過
大

投
資
な
ど
、
不
要
不
急
の
施
設
整
備
の

見
直
し
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

閣
議
決
定
を
強
行

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

閣
議
決
定
を
強
行

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

閣
議
決
定
を
強
行

安
倍
政
権
の
暴
走
に  

　
　
　
　
を
！

安
倍
政
権
の
暴
走
に  

　
　
　
　
を
！

お
お
た
か
の
森
小
中
併
設
校
建
設
・
総
合
体
育
館
建
替
え

２
つ
の
事
業
の
何
が
中
心
問
題
で
し
ょ
う
か

税金のムダ使いは許しません税金のムダ使いは許しません
行政チェックの議会の役割発揮行政チェックの議会の役割発揮

日　本
共産党

ス
ト
ッ
プ

ス
ト
ッ
プ

市長提案否決
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　「教室が涼しく、体育の後の授業でも集中できる」…
中学校で設置稼働しているエアコンが好評です。
　日本共産党が教室に、エアコン導入を議会で提案した
のが2005年。当時は、「外で遊ばなくなる」「贅沢」と
いうヤジもありましたが、市
民の声、議会での陳情採択、
議会での取り組みも一体とな
り実現にこぎつけました。
　また、市内各小中学校にお
ける教育環境の格差解消を求
める決議が全会一致で議会で
採択されるなど、超党派によ
る要求実現運動が盛り上がっ
ています。

教室のエアコン設置 好評です教室のエアコン設置 好評です教室のエアコン設置 好評です

教育の格差解消へ！

　流山市職員による公金横領事件は、30年前に1度発
生して以来、この5年間で2度目です。1職員の問題と
せず、組織としての総括及び、再発防止への取り組み
が欠かせません。しかし、まだ不明瞭な点があっても
調査を打ち切り、市民参加による第三者委員会も開催
しません。
　「報酬10％・3ヶ月間（7～9月）」とする市長・副
市長の報酬減額の議案を審査した6月議会で、日本共産
党は、「6ヶ月間」に延長
する修正案を提案。賛成
多数で可決しました。
　全庁一丸となった再発
防止へ、行政トップが率
先して模範を示すことが
求められているのではな
いでしょうか。

身
近
な
要
求
実
現

流
鉄
線
22
号
踏
切
の

　

  

閉
鎖
計
画
が
解
除
へ

い
ぬ
い
紳一郎

高齢者福祉センター
森の倶楽部の改善前進中

徳
増
き
よ
子

野
々
下
２
号
幹
線

フ
タ
か
け
で
き
ま
し
た植田　和子

「
農
家
と
と
も
に
」

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に

小
田
桐
た
か
し

　

夜
中
に
高
熱
の
子
ど
も
を
連
れ
救
急

病
院
に
駆
け
込
む…

こ
ん
な
経
験
は
誰

に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

流
山
市
を
含
む
近
隣
４
市
の
救
急
病

院
の
数
は
全
国
平
均
の
64
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
人
口
が
増
え
て
い
る
流
山
市

で
は
救
急
患
者
も
増
加
し
、
昨
年
、
市

内
病
院
に
搬
送
し
た
救
急
患
者
は
３
６

４
２
人
に
も
上
り
ま
す
。
こ
れ
を
市
内

の
３
救
急
病
院
が
支
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
救
急
医
療
へ
の
予
算
措

置
が
近
隣
市
に
比
べ
大
き
く
立
ち
遅
れ

て
い
る
こ
と
が
、
日
本
共
産
党
の
追
及

で
明
ら
か
に…

。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　

医
師
・
看
護
師
な
ど
人
材
確
保
が
困

難
で
経
営
的
に
も
厳
し
い
の
が
救
急
医

療
で
す
。
「
せ
め
て
近
隣
市
な
み
に
補

助
を
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
の
追
及
に
、

「
ご
指
摘
ご
も
っ
と
も
」
と
市
長
が
答

弁
。
単
価
引
き
上
げ
の
協
議
が
始
ま
り

ま
す
。

　

障
害
者
と
そ
の
ご
家
族
を
支
援
す
る

流
山
市
の
「
福
祉
手
当
」
が
廃
止
・
削

減
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

受
給
者
３
８
３
６
人
を
９
６
２
人
に
減

ら
す
計
画
で
す
。
消
費
税
や
物
価
、
介

護
費
用
が
上
が
り
、
年
金
、
生
活
保
護

費
は
減
額
さ
れ
、
生
活
は
い
っ
そ
う
厳

し
く
な
っ
て
い
る
時
に
こ
ん
な
冷
た
い

こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

給
付
を
減
ら
し
て
浮
い
た
お
金
を

「
基
金
」
に
積
み
立
て
、
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
施
設
を
つ
く
る
計
画
で
す
が
、
そ

の
「
基
金
」
は
障
害
者
対
策
以
外
に
も

使
え
ま
す
。
仮
に
、
施
設
が
で
き
た
と

し
て
も
１
０
０
％
の
方
が
利
用
で
き
る

保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
利
用
す

る
た
め
に
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
障

害
者
に
と
っ
て
良
く
な
る
こ
と
は
、
具

体
的
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
制
度
を
守
る
た
め
に
、
ご
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
開
発
な
ど
大
規
模
な
事
業
に
熱
中
す
る
一

方
で
、
福
祉
手
当
の
削
減
を
す
す
め
る
井
崎
市
政
。
市
民
要
求
実
現
の
決

め
手
は
、
市
民
の
声
の
広
が
り
と
日
本
共
産
党
と
の
共
同
で
す
。

近
隣
市
な
み
に

救
急
病
院
へ
の
補
助
引
き
上
げ
を

救急
医療 市長の減給処分を

６か月に修正し可決
市長の減給処分を
６か月に修正し可決

公金
横領

障
害
者
い
じ
め
の
「
福
祉
手
当
」

見
直
し
は
許
せ
ま
せ
ん

福祉

の４議席の４議席日本共産党
願いにこたえます願いにこたえます

こんなに違う近隣市との比較

（当局答弁より作成）

東葛４市の救急病院への財政支援
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